
印刷して学生
みなさんで

お読みください！

私たちは持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています。

神戸大学生協（鶴甲第一キャンパス）

GI冬のフリマツリ

取り組み概要
日時：不要な物の回収期間 2023年12月11日(月)～22日(金)

販売期間 2024年1月10日(水),11日(木),15日(月) 
場所：鶴甲第一キャンパス食堂
参加者数や組合員の反応：不要な物の回収に協力した組合員 44人
フリーマーケット参加者 274人

物の寄付や中古品の購入、売上金の寄付など、様々な形で
社会的課題について意識することができていた。

POINT.1

フリーマーケット企画の実施が3回目となる今年度は、衣類に加え
て書籍類やアクセサリー類も収集しました。敷地面積の大きい神戸大
学の中でも、特に学生の利用が多い複数のキャンパスに収集用の箱を
設置することでたくさんの組合員に企画を周知することができていま
した。また、収集期間を年末に設定したり、SNSで断捨離を呼びかけ
る発信を行ったりするなどの工夫により、収集した物の数は過去最多
の482点でした！

年末に合わせて不要な物を収集！

POINT.2

年末に回収した不要な物を年始に販売しました。大学生が手に取り
やすいよう、価格は100円から800円に設定しました。
また、販売当日は、物を購入した人が参加できるくじ引きやプレゼン
ト付きのアンケートを用意しました。このような様々な工夫により、
販売点数は過去最多の163点となり、多くの組合員が楽しみながらリ
ユースに貢献することができました。

背景や概要：物を処分したい！安価で手に入れた
い！という組合員のために、年末年始に合わせて
フリーマーケット企画を実施。企画への参加を
通して、組合員に社会的課題について意識しても
らうきっかけを作った。

ご質問や[ K’s NEWS ]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください！
ブロック学生事務局 [ 豊田真由子 ] 

Toyota.Mayuko@univ.coop

POINT.3

不要な物を寄付するのも、それらを購入するのも、企画に参加する
のは組合員！組合員の皆さんに様々な形で消費生活について意識して
もらうことができていました。また、2024年1月1日に発生した能登
半島地震を受け、フリーマーケットの売上金の全額18,446円を能登半
島地震支援機構に寄付しました。運営・参加者ともに社会的課題への
意識を大学内外問わず広げることができました！
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企画を通して社会的課題を意識！

収集した物を安価で販売！

[ 消費者 ]
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